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れる炭化水素量である．

資源量を算出する手法は数多く提案されているが，

まだ決定的なものは確立されていない．資源量の算定

法は，埋蔵量の算定法に比べて著しく算定者の主観的

判断がはいりがちである．両者は一見同様に数百～数

千バーレルというふうに表示されていても，その内容

には大きな差異がある．従って資源量の数値を取扱う

場合には，その根拠について予め十分な注意を払った

上で対処することが必要である．

埋蔵量，資源量ともに地上で採収できる量，即ち可

採量として表示されることが多いが，時には地下に賦

存する量，即ち原始量として表示されることもある．

両者の関係は，原始量×採収率（回収率)＝可採量で

あるが，採収率という要素は埋蔵量，資源量を算出す

る場合に最も判定しにくいものである．油，ガスの採

収率に影響を与える要素は数多いが，これらの要素と

採収率との関係は極めて複雑である．コンピュータに

よる油層シミュレーション・スタディによって採収率

を求めることはできるが，データが不十分で技術的根

1．埋蔵量，資源量および採収率(回収率)の概念

地下に賦存する炭化水素(原油，天然ガス)の量は，

埋蔵量および資源量という2つのカテゴリーに大別さ

れる（図-1)．

埋蔵量(reserves)は更に確認埋蔵量，推定埋蔵量

および予想埋蔵量の3つに細分される．埋蔵量とは試

掘井，探掘井あるいは採油井の掘削によってその存在

がほざ判明しているものであって，地質学的あるいは

技術的手段によって，地下に賦存する炭化水素量ある

いは地上で採収可能な炭化水素量がある程度の精度で

算冊できるものである．

埋蔵量のいくつかの計算手法は，わが国では日本工

業規格(JISM1006)「原油および天然ガス鉱量計

算基準」によってその大要が定められている．米国，

ソ連その他の工業国においても夫々類似した基準があ

り，その計算結果はある程度の誤差範囲内において信

頼することができる．

一方，資源量(resources)又は潜在資源量(po-

tentialresources)とは,主として今後発見が期待さ拠に基づく値がえられないときは，わが国のJISでは
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図－1石油の埋蔵量および資源量の概念図

（註）昭和61年4月23日（水）大阪科学技術センターにて＊日中石油開発㈱常務取締役
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油の採収率として0.25を，ガスの場合は0.70,コンデ

ンセートの場合は0.50を用いてもよいことになってい

る．

％に相当する．1984年の年間生産量は表4，表5に示

すように石油約197.4億bbl,天然ガス約86.6兆cfで

あるから,R/Pは夫々 35.4年および39.8年である．

しかし新しい油田の発見は年々 難しくなり,1970年

以降毎年の新規発見量は減少の傾向にある．現在世界

最大の供給源になっている中東地域も開発着手以降約

50年を経過して大油田は発見しつくされており，1970

年以降は1億bbl以上の埋蔵量をもつ油田の発見は稀

である．中東以外の地域で第2の中東油田が発見され

2．埋蔵量および生産量

1985年1月1日現在の石油の確認埋蔵量（一部推

定埋蔵量を含む）は表1，表2，表3に示すように約

6,987億bbl,天然ガスは約3,402兆cfである.従って

天然ガスは熱量換算(6,000cf=1bbl)で石油の81.2

表1地域別原油，天然ガス埋蔵量分布 (1985．1．1）
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表2原油埋蔵量国別順位（10億bbl以上） (1985.l.1)

表3天然ガス埋蔵量国別順位（5兆cf以上） (1985．1．1）

る可能性は極めて低い．既存油田の埋蔵量の見直しに

よる新規埋蔵量の追加もすでに実施ずみのところが多

く，今後余り多くを期待することはできない．従って

新規埋蔵量を増加させるためには，中小規模油田の発

見が相次ぐ必要があるが，最近における石油の供給過

剰および価格の低落という状況下では，経済的にこの

ような油田を早急に開発するインセンティブは乏しい

(図-2)．

1970年代になって北海，アラスカ，メキシコ，中国

等，非OPEC地域からの生産が脚光を浴びるようにな

った．1970年代のはじめにはこれら4カ所では殆んど

生産されていないか，もしくは国内需要をまかなう程
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表4国別原油生産量（1984年） (10万b/d以上）

表5天然ガス生産量（1984年）（単位，兆cf) 度で，世界の石油市場とは無縁であった．これが1975

年には上記4カ所で世界の全生産の約4.6％となり，

1977年7.9％，1984年18.2％（980万b/d)と着実に

増加した．第一次，第二次石油危機によって，油価が

高騰したことが非OPEC地域での新規発見，開発に大

きく貢献したのである．

しかし今後R/Pを減少させないためには，北海油田

クラスのものが毎年発見されなければならない.北海，

北極海のような厳しい環境条件のフロンティア地域に

おける石油の探鉱は，技術的に極めて困難であるだけ

でなく，膨大な投資と長期の準備期間が必要である．
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図－2世界の油田の発見と石油生産の推移
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２
５
２
７
７
６
３
８
８
６
７
５
８
４
３
８
５

１
２
３
４
１
１

＋
一
十
十
十
十
十
一
十
十
十
十
十
十
一
十
十
一

９
９
９
８
８
７
７
６
５
５
４
４
３
３
３
３
３
２
２

●
●
●
●
ら
●
●
●
●
●
●
●
色
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

89.1

90.0

90.9

91.7

92.5

93.2

93.9

94.5

95.0

95.5

95.9

96.4

96.7

97.0

97.3

97.6

97.9

98.1

98.3

世界計 54,090 ＋1．8

利用量 生産量:(推定）

アジア・オセアニア

中 東

アブリカ

西欧・北海

中南米

米国

力ナダ

ソ連・東欧

中国

2．4

1．2

0.7

13.3

2.7

19.9

2.2

18.1

0．5

4．8

3．6

2.1

16.0

5.4

23.9

2.6

27.2

1.0

世界計 61.0 86.6
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表6巨大油田一覧表

E：推定＊：一部海洋＊＊：海洋

－5－

油 田 国名 発見年

生産量

千b/d
1980年

前半平均

累計量

106bbl

1980年

6月1日

残存

埋蔵量

106bbl

究極

埋蔵量

106bbl

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４

ガヮ一ル

ブルガン

ホリバー。 ＊

コースタル

サファニア ＊

カフジ

ルマイ
一

フ

ア ワズ

キルクーク

マノレン

ガッチサ ラ ン

アガジャリ

サモトコール

アブカイク

ロマシ

ぺ

ユ キノ

リ＊

ザクム＊＊

マニファ

フェライ
－－マノレ 少

＊＊

ウン
ヤン

ブルドー・ぺイ

ブノ、ツサ

カ
ク

一

アイ－フ

ラ

＊

イス

ズル フ＊＊

ロードノ、タイン

サリル

ノ、”ノシメサウド

シヤ イ（

アブ・サフ ア

アサブ

ノぐ ブ

大 慶

イースト・テキサス

ウム・シャイフ

ワフ

蓼
マ

ンド ↓み
ラ
ー
ン

ズベア

アマノレ

ナセル

ギアロ

クルサニア
、

ナス
、

、

ラグ・エ・サフィド

サブリア

ビビ・ノ、キメ

サウジアラビア

クエート

ベネズエラ

サウジアラビア

中立地帯

イラク

イラン

イラク

イラン

イラン

イラン

ソ 連

サウジアラビア

ソ 連

サウジアラビア

アブダビ

サウジアラビア

等ウ3ア弓ビテ
米国

アブダビ

サウジアラビア

サウジアラビア

サウジアラビァ

クエート

リビア

アルジェリア

サウジアラビア

サウジアラビア

アブダビ

アブダビ

中国

米国

アブダビ

中立地帯

メキシコ

イラク

リビァ

リビァ

リビァ

サウジアラビア

インドネシァ

イラン

クエート

イラン

1948

1938

1917

1951

1953

1958

1927

1964

1928

1938

1966

1940

1948

1964

1964

1957

1966

８
２
５
７
５
５
１

６
６
４
５
６
５
６

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
1956

1968

1963

1965

1954

1959

1930

1958

1953

1973

1948

1959

1959

1961

1956

1944

1964

1956

1961

(サフ

(カブ

5,694

815

1,194

鴬
６
６
０
４
０
０

０
９
０
４
０
４

４
２
４
３
２
２

3,082

652

1,096

(マルジ

504

235

50

Ｅ
Ｅ

）

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

E

ｬ勇9）
1,522

254

77

68

８
９
０
６

５
１
１
９

６
１
１
４

Ｅ
Ｅ
Ｅ

一

127

272

62

1,060

148

256

101

395

84

E

E

60。

62

174

177

310

62

6

48

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

23,068

16,960E

22,720E

5,907

1,846

3,780E

2,770E

8,170E

4,030E

4,520E

7,190E

7,815

6,544

11,250E

2,117

1,155

184

117

2,104

2,188

698

140

827

1,900E
850E

3,160E

528

937

673

2,800E

874

1,049

1,123

958

1,040E
686

1,964

1,686

796

2,560E

590E

220E

1,400E

59,932

55,040

9,280

22,247

16,220

14,730

7,830

11,970

10,980

6,810

5,185

5,956

1,150

9,883

10,845

10,816

9,883

7,496

6,812

8,302

8,360

7,673

5,800

6,350

3,840

7,000

6,072

5,063

5,327

3,200

4,726

3,951

3,877

3,542

3,260

3,514

2,236

2,314

3,204

1,440

3,410

3,780

2,400

83,000

72,000

32,000

30,000

20,000

17,500

16,000

16,000

15,500

14,000

13,000

12,500

12,400

12,000

12,000

11,000

10,000

9,600

9,000

9,000

8,500

8,500

7,700

7,200

7,000

7,000

6,600

6,000

6,000

6,000

5,600

5,000

5,000

4,500

4,300

4,200

4,200

4,000

4,000

4,000

4,000

4,000

3,800
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表7世界の主要ガス田(20TCF以上）石油開発の投資コストについても,中東油田が2,500~

4,500ドル/バーレルであるのに対し,北海油田は6,500

~22,000ドル/バーレルと3倍以上である．非OPEC

石油の増産にはおのずから限界があり，今後とも中長

期的にはOPEC石油依存の体制に変りないであろう．

口
10.0

70.0

65.3

33.0

54.3

50.0

40.4
QOE

3．巨大油田，巨大石油区および今後の主要探

鉱地域

石油，天然ガスが少数の国，油ガス田に偏在してい

ることは広く知られている通りである．世界の巨大油

田および巨大ガス田の例を表6，表7に示す．表8は

わが国の主要油ガス田である．

世界中には641の堆積盆が分布し，，そのうち80の

盆地に399の巨大油ガス田が，143の盆地に非巨大油

ガス田が分布する．こ、では巨大油ガス田を次のよう

に定義する．

’
ー

表8わが国の主要油ガス田

堆積盆と巨大油ガス田の地理的分布は次の通りであ

る(BillST.Jones,1982).

＊：一部海洋＊＊：海洋

考えられる（図-3参照)．

北米（メキシコを含む）

米国の49巨大油田の究極埋蔵量888億bblのうち，

647億bblは既生産で，残存可採埋蔵量は241億bbl

にすぎない．米国の石油生産は完全にピークを越えた

のである．

北米の産油盆地でもまだポテンシアルは残っており，

又大水深掘削によって新しい発見はあるであろう．現

に探鉱活動が盛んなのは，アラスカのノーススロープ，

オクラホーマのAnadarko盆地，ウエストテキサスの

Permian盆地,GulfCoast盆地であるｶﾐ，カナダ北

極圏のMackenzieDelta,Beaufort海,Sverdrup盆

地も注目されている．カナダ東岸のLabrador海，ス

この表を概括的に見ると，堆積盆，巨大油ガス田と

もに北半球に偏在しているが，これは堆積盆カミ陸地な

いし陸棚に主として発達しているために陸地面積が広

い北半球の方が有利だからである．巨大油ガス田数は

中東，北米ソ連ともにほざ同じであるが，賦存埋蔵

量は圧倒的に中東が多く，中東の1に対してソ連0.4,

北米0.3である．

一方，非巨大油田から生産している盆地は殆んど先

進国に集中しているdこれはこのような油田の探鉱，

開発輸送に関するエコノミックスにおいて先進国力：

有利だからである．今後は途上国においても工業化が

進めば，非巨大油田のエコノミックスも改善されると

－6－

順位 ガス田名（国名） 発見年
総可採埋蔵量
(TCF)

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

ゥレンゴイ（ソ連）

ユビレィニイ（ソ連）

フローニンゲン（オランタツ

アルクティチェスコエ(ソ連）

ザボリヤルノエ(ソ連）

（ザナン（イラン）

タズ(ソ連）

上 ユ －ゴドン(米国）

メドウェジェ(ソ連）

ハシエルメル（アルジェリア）

パンハンドル(米国）
ヤンブルグ(ソ連）

オレンブルグ(ソ連）

バーレン（バーレン）

1966

1968

1959

1968

1965

1938

1962

1926

1967

1956

1918

1969

1966

1931

油ガス田名
究極可採量

油103KIガス106㎡

油換算合計

103K4
発見年

吉井・東柏崎ガヌ

中条・新胎内ガス
八橋油

東新潟・松崎ガヌ

頸城油ガス

阿賀沖油ガス

磐城沖ガス

西山油

新津油

南阿賀油

見附油

藤川・雲山ガス

申川油

院内・桂坂油

黒川油

片貝ガス田(｜

豊川油

紫雲寺ガス

桑山・南水源ガヌ

関原ガス田(’

･東柏崎ガス田

･新胎内ガス田
田

･松崎ガス田＊
ス 山
田
田
田
田
田
田

雲山ガス田

田
田
田

田(旧）

ス

田
田

･南水源ガス田

田(旧）

＊

＊＊

＊＊

＊

2,300

1,100

5,400

1,400

1,700

1,000

3,000

3,000

1,700

1,600

300

1,700

1,500

1,200

1,000

100

12,000

6,000

1,200

4,100

3,700

4,100

5,000

800

100

500

500

1,600

200

100

100

1,200

1,000

600

400

14,300

7,100

6,700

5,600

5,400

5,100

5,000

3,800

3,100

2,200

2,100

1,900

1,900

1,600

1,300

1,200

1,000

1,000

700

400

３
４
８
４
０
７
８
１
９
９
３
７
３
２
５
５
２
７
３
８

４
３
３
３
４
４
２
２
３
３
３
３
１
４
３
３
４
３

昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
明
明
昭
昭
昭
昭
大
明
昭
大
昭
昭
昭

油田 ガス田

巨大

超巨大

5～40億bbl

＞40 〃

3～24兆cf

＞24 〃

盆地数
巨大油ガス田
含む堆積盆

巨大油
ガス田数

埋蔵量
(十億bbl）

米 国
(メキシコを含む）

中南米
ヨーロ．，ノノぐ

(除くソ連）

アブリカ

中東

アジア/オセアニア

､ノ連

南極

グリーランド
アイスランド

104

106

６
２
４
４
５
０
０

６
７
１
８
６
２
１

25

７
７
９
３

９
０
一
一

１
１

馴
旧
記
糾
蛇
拓
蛇
一
一

166.2

48．7

35．7

64.5

589.9

40.4

245.6

’
一

計 641 80 399 1,191.0
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コット陸棚のSable島海域,BaltimoreCanyon,

GeorgesBankも有望であろう．

メキシコ南部のReforma地域およびCampeche湾

盆地の探鉱は今後も有望であろう．メキシコ湾中央部

のSigsbeeDeepにも炭化水素は存在するであろうが，

この海域は大深海部への挑戦である．

中南米

南米では7堆積盆に18巨大油田が分布する．ベネズ

図－3主要探鉱地域インデックス・マップ
、

西部インドネシア前緑盆地｝インドネシアイリアン・ジャヤ

東マレーシア

移蕊ﾙﾀ}べﾄﾅﾑ(-部中国）
シャム湾一マレーシア，タイ

パラワン島沖一フィリピン

イラワジ・デルタービルマ

ガンジス・デルタ一バングラ，インド

辮2地基ｲ}ｲﾝゞ
オーストラリア北西大陸棚}オーストラリアアマデゥス盆地

サウジアラビア(とくにRubalkhali）

イラン南東部

イラク

スエズ湾

ナイル．デルタ｝エジプト
リビア・チュニジア沖

モザンビーク・マダガスカル沖

舞裂三雲地}ﾌﾗﾝユ
ビスヶー湾

スペイン東海岸(地中海）｝スペイン
ユーゴスラビア沖

エーケ海一ギリシャ（一部トルコ）

黒海一ブルガリア，ルーマニア）

バルト海一東ドイツ

北海（北部）一イギリス，ノルウェー

V'ringPlateau-ノルウェー
シェトランド島周辺一イギリス

ケルト海一イギリス，アイルランド

Chiapas盆地(Reforma-Campeche)

）莞メキシコ米部

バノ､カリフォルニア

ガテマラ

カリブ海陸棚一ベネゼラ，コロンビア

トリニダード

オリノコ・デルターベネゼラ

聯二壼蒐ﾚﾀ}ブラジル
Chaco盆地一ボリビア

:::｡舞鷺謡}ｱﾙゼﾝﾁﾝ

スベルドラップ盆地

…

フランクリニアン盆地

マッケンジーデルタ

ボーホート海

バッフィン湾

ラブラドル海

グランドバンク

スコシァンシェルフ

’
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

ウラル・ボルガ盆地

西シベリア盆地

Pechora盆地

サウス・カスビアン盆地

中央アジア盆地

ノース・コーカサス盆地

Dnepr-Donetz盆地
Pre-Baltic盆地

バレント海(一部ノルウェー）

カラ海

vilyly(ヤクーツク)盆地
東シベリア海盆地

Anadyr盆地

Khatyrka盆地
北部オホーツク海盆地

北サハリン盆地

PograliCh盆地

Temeniya盆地
北シナ盆地

｜Ⅷ
渤海湾盆地
黄海盆地I

東シナ海盆地

南シナ海盆地

アフリカ西海岸

マゼラン海峡一チリ

タララ沖一ペルー

アラスカ湾

クック入江

ブリストル湾

セント・ジョージ盆地

ナバリン盆地

セント・ローレンス盆地

ノートン盆地

ホープ盆地

ノース・スロープ°

カリフォルニア沖

オーバースラスト・ベル

パウダーリバー盆地

アナダルコ盆地

サウス・スロープ°

ガルフコースト深海部

ブレイク・う°ラトー

バルティモアキャユオン

ジョージバンク

ゾ連

U，S，A

主要探鉱地域一覧表（図－3の凡例）
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エラのMaracaibo盆地だけで406億bblの埋蔵量をも

ち，中南米の巨大油田の合計埋蔵量487億bblの83%

を占めている． ，｜
中南米で今後大きなポテンシアルが期待される地域

は少いが，ベネズエラ湾が最も有望であろう．ブラジ

ルのアマゾン河口から沖合にかけてはガス地帯のよう

である.アルゼンチン沖合のMalvinas盆地,Burwood

Bankについても石油ポテンシアルを期待する見解も

ある．

西ヨーロッパ

ヨーロッパ唯一の超巨大ガス田であるGroningen

ガス田は西独とオランダにまたがるGerman盆地に位

置する．同ガス田の発見によって南・北海盆地の有望

性がクローズアップされ，こ茜で4巨大ガス田が発見

された．これに引続いて北・北海盆地においても14巨

大油田，1巨大ガス田が発見された．

英国とノルウェーにまたがる北海では今後も巨大油

田がある程度発見されるであろうが，その他ノルウェ

ー西海岸沖,Barents海，アイルランドー英国一フラ

ンスに囲まれた海域,フランスとスペインの間のBiscay

湾も有望である．イタリーのPo盆地でも深部に巨大ガ

ス田が存在する可能性がある．

アフリカ（紅海を除く）

アフリカの油田地帯はエジプトからアルジェリアに

至る北アフリカと，アイボリーコーストからナイジェ

リアを経てアンゴラに至る西南アフリカである．

アフリカで今後巨大油田の発見が期待できるのは，

チュニジア，マルタ，リビアに囲まれた海域モロッ

コからアンゴラに至る大西洋の深海部,リビア東部(陸

上）であり，スーダン，チャド，ザイールの内陸部の

探鉱も今後の問題である．

中東

中東の主要産油地帯はアラビア盆地とイラン摺曲帯

である．

アラビア盆地には59巨大油田が分布し，そのうち24

は超巨大油田である．アラビア盆地の既発見埋蔵量は

4,141億bblに達し,世界全体の約35%を占める．紅海

盆地ではサウジアラビア沖合で巨大ガス田(Barqan)

が発見されているが開発の見通しはない．

イラン摺曲帯(Zagros摺曲帯)の25巨大油カス田の

うちには，5超巨大油田，2超巨大ガス田があり，既

発見埋蔵量は1,758億bblである．

アラビア盆地とイラン摺曲帯の既発見埋蔵量を合計

すると5,899億bblであり,その他の地域の合計は6,011

／ エネルギー・資源

億bblであるから，この2地域だけで世界全体の半分

近くを占めていることになる．

中東ではすでに50年に亘って活発な探鉱が行われ，

目ぼしいところはすべて探鉱しつくされている．今後

もペルシャ湾北部やイラク等である程度の油田は発見

されるであろうし，その中にはいくつかの巨大油田が

含まれるかも知れないが，未発見資源量はこれまでの

成果に比べると著しく少いと考えられる．たざし深部

ガス(Khuff層）についての探鉱は緒についたばかり

であり，そのポテンシアルは膨大である．

アジア/オセアニア

この広大な地域には36の巨大油ガス田力乱分布するが，

超巨大油田に属するのは中国の大慶油田とインドネシ

アのミナス油田だけである．この地域の既発見埋蔵量

は404億bblにすぎない．

この地域で今後巨大油ガス田が発見される可能性は

余り高くないが,ソ連との国境に近い中国内陸盆地(タ

リム盆地，ズンガリア盆地等）あるいはオーストラリ

ア北西大陸棚であろう．

ソ連

ソ連の油ガス田のデータは不完全であるが，一応既

発見油ガス垣減量は2,456億bblと推定され,そのうち

西シベリア盆地が1,536億bbl(全体の62%)を占める．

その他の主要堆積盆としては,ボルガーウラル(292億

bbl),Caucasus-Manyshlak(146億bbl)があり，

これら3堆積盆合計でソ連全体の80％を占めている．

今後巨大油ガス田の発見が期待される地域としては，

西シベリア盆地のほか,Barents海,Kara海カスピ

海，黒海等がある．東シベリア海やオホーツク海の南

オホーツク盆地にもある掴童のポテンシアルを期待す

ることができる．Vilyuy盆地とAngaraTroughの

広大な地域には，先カンブリア系および下部古生代層

に主としてガスの集積を期待することができよう．

南極

南極大陸は1,400万m2の広大な面積を占める．大陸

とその周辺海域には20の堆積盆力§分布するが，探鉱は

全く行われていない.Ross海,Weddell海,Belling-

shausen海,Amundsen海にはポテンシアルがある

とされているが，これらの海域において開発作業を実

施することは当分の間不可能である．

グリーンランド/アイスランド

両島とその周辺海域には9つの堆積盆が分布し，ア

イスランドのj陳,JanMayen島付近の深海部の堆

積盆はかなり厚いが，殆んど探鉱の対象にならないと

－8－
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表9世界の巨大石油区

表10世界の原油の究極可採量についての諸見解 (単位：10億バーレル）

（注）※27人の専門家に対するアンケートの回答の平均値

考えられる．

石油・天然ガスは石油地質学的な堆積盆（石油区）

の単位でまとめると，ごく少数のものに集中している

ことが判る．世界中には約600の堆積盆が存在するが，

このうち約400の堆積盆で試掘作業が行われている．

その結果大体240（60％）の堆積盆でコマーシァルな

油ガス田が発見されている．

既述のように1984年の生産量は原油197.4億bbl,天

然ガス86．6兆cfであった.熱量換算でガス6,000cfを

油lbblとすると，ガス86.6兆cfは原油144.3億bblに

相当するから,両者の合計は341.7億bblである.石油・

天然ガスの探鉱は世界的に極めて広範に行われてきた

が，その結果として現在の世界の消費量の1年分以上

を賄うことができるような石油区は僅か9地区にしか

すぎない．とくに巨大なのはアラビア一イラン,西シ

ベリアおよびボルガーウラルである．

アラビアーイラン地区には年間消費量の約19年分，

西シベリア地区には約5年分の資源量が賦存する．こ

の両地区だけで，原油については世界の既発見埋蔵量

の46％，ガスについては33％ｶﾐ存在する．

－9－

石油区 原油
109bbl
ガス

1012Cf
原油換算計
109bbl 石油区

原油
109bbl
ガス

1012 cf
原油換算計
109bbl

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

アラビア・イラン

西シベリア

ボルガ・ウラル（ソ）

マラカイポ(ベネズエラ）

ミシシッピー・デルタ(米）

パーミアン（米）

テキサス・カルフ・コースト

一ゴルゴス(米・メキシコ）

ﾚﾎﾉﾚﾏ･カンペチュ(メキシコ）

シル テ（リビア）

(超巨大石油区小計）

アルバータ（カナダ）

アマリヨ・アナダルコ。
アルドモア（米）

ニジェール・デルタ（ナイジ
エリア・カメルーン）

北海北部(英ノルウェー）

トライアシック
(アルジェリア）

イースト・テキサス
アルク

一

フ

ノース・コーカサスー

(米）

マンキシュラーク（ソ）

523.0

37．0

40．0

41．2

21．5

30．0

18．4

36．4

30.0

777.5

16．3

9．8

20．5

20．0

10．8

15．2

11．8

768.0

780.0

108.0

54.0

169.4

73.9

138.0

25．2

31.8

148.3

94.2

118.4

51.0

40．2

90．0

50．1

54．0

2

651.0

167.0

58．0

50．2

49．7

42．3

41．4

40．6

35.3

135.5

32．0

29．5

29．0

26．7

25．8

23．6

20．8

1

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

オランダ・北西ドイツ

イースタン･ベネズエラ
(ベネズエラ・トリニダッド）

サウス・カスビ（ソ）

ノースースロープ（米）

サンオーキン（米）

タンピコ・ミサントラ(メキシコ）

アム・ダルユ（ソ）

アパラチャ（米）

ロサンゼルス（米）

ムルガブ（ソ）

ドﾆｴﾌﾂﾚ･プリピヤード(ソ）

松遼（中）

中部スマトラ
(インドネシア）

ティマン・ペチョラ（ソ）

(巨大石油区小計）

超巨大十巨大石油区計

世界合計

2．0

13．1

12．0

9．9

11．6

10．7

0．5

4．0

8．6

0．0

2．0

8．5

9．0

4.0

200.3

977.8

220.71

93．0

21．0

15.0

26．0

12．0

9．0

60．0

38．4

7．2

57．0

45．0

6.0

1．2

27.0

913.7

062.0

753.6

９
９
３
４

発表年 発表者 究極可採量 発表年 発表者 究極可採量

1942

1946

〃

1948

1949

〃

1953

1956

1958

1959

1965

1967

1968

プラッツ， ウイークス
及びステビ､ンガー

デュース

ポーク

ウイークス

レボルセン

ウイークス

マックノートン

上 ユ 一パート

ウイークス

〃

ヘンドリックス

ライマン

シ エ ﾉレ社

600

400

555

610

500

010

000

250

500

000

480

090

800

９
９
９
９
１
９
９
９
９

１
１
１
１
１
２
２
２
１

1968

1969

1970

1971

〃

1975

1977

1978

1979

″
〃

1980

1983

ウイークス

ノ、ツバート

ムーディ

ワーマン

ウイークス

ムーディ及びガイガー

世界エネルギー会議※

CIA(RandCorp.)
ウッド

ハルブー

ﾉ､一ルダ

一

ブイ ， ムーディ

悩界エネルギー会議
マスターズ

ダイツマン
，
ﾉレーツ

，

(第11回世界石油会議）

2,200

1,350～2,100

1,800

1,200～2,000

2,290

2,000

2,193

2,300

2,200

2,128

2,400

2,574

1,718
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これに次ぐ石油区として，3～12月分の消費量に相

当する資源量を保有する21の石油区があげられる．従

ってこれらの超巨大石油区9，巨大石油区21を合計し

た資源量は，原油については既発見埋蔵量の80％，ガ

スについては64％を占めている．これら以外の210の

石油区は合計して，原油については20％，ガスについ

ては36％を保有するにすぎない（表9)．

表11(A)地域別石油究極可採量についての最近の見解
(A)第11回世界エネヱルー会議(1980)

4．未発見および究極資源量

原油および天然ガスの究極資源量についてこの数十

年間に公表された数値を表10,表11および表12に示

す．原油に関しては表10に示すように,1940年代は中

東油田の巨大なことがまだ十分に判っていなかった秘

め，究極資源量4,000～6,000億bblと推定した見解が

多かった．1950年代には中東の巨大油田の発見が相次

ぎ，究極資源量の推定値は1～1.5兆bblに増加した．

1960年以降は2兆bbl前後の推定値が多く，現在に至

っている．たざし未発見資源量に関しては，表11に示

すように数倍～十倍のかなり広い範囲の推定が行われ

ており，究極資源量が約2兆bblというのは，決して

専門家のコンセンサスをえたものではない．しかし大

体50％の確率で考えるならば，この程度の究極資源量

を想定するのは妥当と考えられる．

天然ガスの究極資源量の推定値に関しては表12から

判るように，原油の場合よりもいっそう広いばらつき

がある．これは，天然ガスは原油よりも探鉱開発が

遅れているためである．本表における中間的な値とし

ては，8,000～9,000兆cfというところであろう．

表13は主として既発表の資料を使って各地域ご．とに

まとめた究極資源量等に関する総括表である．本表か

ら導かれる結論は大要次の通りである．

4．1原油に関しては，

（1原油の究極資源量1.978兆bblのうち,1.2207兆

bbl(61.7%)は発見ずみで,7,573億bbl(39.3%)

ｶﾇ今後の人類の努力によっては発見されるかも知れな

いという量である．

（2源油の既発見量1.2207兆bblのうち,5,220億bbl

(42.8％）は消費ずみで，残存埋蔵量は6,987億bbl

（57．2％）である．

4．2天然ガスに関しては，

（1灰然ガスの究極資源量10,297.8兆cfのうち,4,753.6

兆cf(46.2%)は発見ずみで,5,544.2兆cf(53.8%)

が未発見量と想定される．

（2沃然ガスの既発見量4,753.6兆cfのうち,1,351.6兆

(注）換算率バーレル／トン7．27

表12天然ガスの究極資源量に関する諸見解
（単位:Tcf)

↑
5,000

5,00'6,000

6,000

7,200

5,300

2,000

0,200

6,900

8,00俳12,000

7,200

7,500

2,000

0,400

7,0018,00C

6,900

6,000

9,2019,600

3-700

’

I

’
１
１

I

6,950

8,400

9,690

0,200

5,000-6,50C

0300

cf(28.4%)だけが消費ずみで,残存埋蔵量は3,402兆

cf(71.6%)に達する．たぎし天然ガスの生産量およ

び消費量については,とくに焼却量が不明瞭である餌

こ種で既生産量を一応1‘351.6兆cfとしたのは焼却量

を含む概算値である．米国力:最大の生産国で，累計量

の48％（654兆cf)を占め，ソ連がこれに次いで19%

－10－

地域

究極可採量

(10億トン） ()！ 億
一レノレ
）

構成比

(％）

アブリカ

北アメリカ

ラテンアメリカ

極東/パシフィック

中 東

西ヨーロッパ

ソ

東
連中
ヨーロ

国，
ツノ､f

南 極

45.8

46.0

26.8

16.1

17〃

13.3

84.2

4．0

1

333.0

334.5

195.0

117.2

856.2

96.5

612.6

29．1

13

13

８
４

33

4

24

1

ム 計ロ 353.9 2,574.1 100

1956

1958

1959

1965

1965

1967

1967

1968

1969

1971

1973

1973

1973

1975

1975

1975

1977

1977

1978

1979

1980

1980

1980

1981

1982

米国内務省

ウィークス

ウィークス

ウィークス

ヘンドリックス(USGS)

ラ
シ
イマン(ESSO)

j工 ル石油

ウィ－クス

上 ユ 一パート

ウィーークス

コバツク(Shell)

上 ユ －パート
、

リンデン

モービル 社

ナショナル科学アカデミー

アダムス
，
カークビー

ガス技術研究所(IGT)

10回世界エネルギー会議

マコーミック杣
(世界エネルギー会議1978）

マイヤーホフ

ウツド

シティーズ・サービス社

ダッカ
一

ー，ブイ ムス(IP)

ネーリング(RAND)
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表11旧）

(B)第11回世界石油会議(1983)

C､D.Masters(U.S.GeologicalSurvey)
D.H.Root(" ）

W.DDietzman(EnergylnformationAdministration,Dallas,Texas)
(単位：10億バーレル）

注1．累計生産量と可採埋蔵量は1981年1月1日現在．

未発見鉱量は1983年3月現在．

2．究極経済可採量は累計生産畳，可採埋蔵量及び未発見鉱量の中位数との合計である

－11－

地 域 累計生産量 可採埋蔵量 合計

未発見鉱量

信頼度

(高） (中） (低）

究極経済

可採量

北米

米国

力ナダ

メキシ．

その他

142.2

124.0

10．1

8．1

62.7

29.8

6.4

26.5

205.6

153.8

16．5

34．6

0．7

104

64

19

26

1

163

80

26

50

2

322

105

48

170

8

369

南米

ベネズエラ

その他

47.2

36‘1

11．2

34.2

25;5

8．7

81.5

61.6

19.9

20

12

10

33

17

14

69

38

28

115

欧州（除くソ連）

西欧

英国

ノルウェ－

その他

東欧

ルーマニァ

その他

11.2

5．7

1．9

0．8

3．0

5．5

3．9

1．6

26.5

24.9

14.0

8．8

2．1

1．6

0．9

0．7

37.7

30.6

15.9

9．6

5．2

7．1

4．8

2．3

｝

13

12

9

１
１

０
７
５

１
１
１

２
２

49

40

34

10

4

58

ソ連

アフリカ

リビア

アルジェリア

エジフ 卜

チュニジア

ナイジェリア

その 他

67.8

32.1

12.8

6．4

2．4

0．4

8．4

1．7

69.8

52.9

24.3

11．7

4．0

0．7

7．9

4．3

137.6

85.0

37．1

18.0

6．3

1．1

16．3

6．1

59

28

|Ⅲ
2

10

107

46

24

6

21

343

105

50

23

45

245

131

東中

サウジアラビア

クウェ－ト

中立地帯

イラン

イラク

UAE

その他

123.6

40．8

20．3

3．3

30．0

15．8

7．1

6．3

441.7

170.5

88．6

12．6

63．8

50．8

46．5

8．9

565.3

211.3

108.9

15．9

93．8

66．6

53．6

15．2

72

23

１
１

11

32

3

1

125

40

２
２

19

56

5

1

337

109

７
４

51

150

13

4

690

アジア/オセアニア

中 国

インドネシア

その他

21.0

6．1

9．4

5．6

34.6

16.3

10.5

7．7

55.6

22.4

19.9

13.3

33

14

5

21

58

34

9

21

176

90

35

34

114

南極 0 0 0 0 0 19 0

世界合計 445.1 723 1,168 321 550 1,417 1,718



資源量総括表蔵量表13埋
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ｰ

画

Ｈ
卦
や
ｆ
ｌ
・
鴎
舗

(単位：油百万bbl,ガス十億cf)

①

既発見埋蔵量('85.1.1）

油 ガス

②

(残存)埋蔵量('85.1.1）

油 ガス

③

未発見資源量('85.1.1）

油 ガス

④
一
一 ①＋③

究極資源量

油 ガス

⑤＝①－②

累計生産量（'84末）

油 ガス

アジア（中国、
ソ連を除く）

オセアニア

中東

北アフリカ

西南アフリカ

東アフリカ

西欧・北海

中米

南米

米国

力ナダ

36，300

3，800

39，500

60，400

32．500

0

34，500

61，100

85，900

65，500

18･900

5

1

183，900

31，100

968，000

162，700

60,600

0

332．700

108,400

132，900

851，900

140,900

16，900

1,600

98，400

34，800

20，700

0

24，400

49，100

34，200

27，300

7，100

3

142，900

23，300

869，400

139，500

47，700

0

206，700

77，000

107，900

198．000

92．300

25，000

3，800

98，600

40，200

34，700

1，200

28，300

69，400

31，900

97，700

45，100

131，100

22，800

194，700

219，000

61，200

2,800

142，600

95，900

150，800

716，500

634,800

61，300

7，600

38，100

00，600

67，200

1，200

62，800

30，500

17，800

63，200

64，000

６
１
１
１
２

315,000

53，900

162‘700

381，700

121，800

2，800

475，300

204，300

283，700

568，400

775,700

９
９

1

1

19，400

2，200

41，100

25，600

11，800

0

10，100

12．000

51,700

38，200

11，800

１

１

41，000

7,800

98，600

23，200

12，900

0

26，000

31，400

25，000

53，900

48，600

1

6

自由圏小計 1，038，500 2,973,000 614，600 1,904,600 475，800 2，413，500 1，514，300 5，386，500 423，900 1,068,400

ソ 連

東欧

中国

146,100

7,400

28，700

1，699，300

41，400

47，300

63,000

2,000

19，100

1，450，000

16，500

30,900

234.100

6，600

40，800

3，078，400

10,700

34，200

380，200

14,000

69，500

4，777，700

52，100

81b500

83．100

5,400

9,600

249，300

24,900

9,000

共産圏小計 182．200 1，780，600 84,600 1，497，400 281，500 3，130，700 463，700 4，911．300 98．100 283，200

世界合計 1,220,700 4，753，600 698，700 3，402,000 757，300 5，544，200 1,978,000 10，297，800 522,000 1，351，600
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る．表14はこれらの地域の夫々に期待される未発見石

油資源量である．表13に示した未発見石油資源総量

7,573億bblのうち，これらのフロンティア地域で期待

されるのは2,213.4億bblであって，全体の29.2%に相

当する．

これらのうちで，とくに有力なのは共産圏の海洋極

地（9．9％)，自由圏の海洋極地（6．1％）および自由

圏の深海（6．1％）である．

表15は北極海において推定される炭化水素ポテンシ

アルを示す．北極海の陸棚の約75％はソ連の経済水域

に属するので，ソ連のポテンシアルは米国，カナダよ

りもはるかに大きいと推定される．

（249兆cf)である．

4．3原油と天然ガスの賦存比率に関しては，

（1践存埋蔵量については，原油6,987億bbl,天然ガ

ス3,402兆cf(原油換算5,333億bbl)であるから，両

者の比率は55．2：44.8である.天然ガスは原油の81．2

％に相当する．

(2)究極資源量については，原油l.978兆bbl,天然ガ

ス10,297.8兆cf(原油換算1.7163兆bbl)であるから

両者の比率は53．5：46.5である．天然ガスは原油の

86．9％に相当し，やはり原油の方が天然ガスよりも資

源的にや圃大きい．

(3)しかし未発見資源量に関しては,原油7,573億bbl

天然ガス5,544.2兆cf(原油換算9,240億bbl)であるか

ら両者の比率は45.0:55.0であって，原油は天然ガス

の81.8％に止まり，天然ガスの方が原油よりも大きな

エネルギー資源となる．

自由圏の海洋極地の未発見量

（46,500百万bbl)の分布

（百万bbl)

表16

表14厳しい条件のフロンティア地域の未発見資源量

表16は自由圏の海洋極地全体の未発見ポテンシアル

を示す．こゞでもカナ父アラスカの北極海が最も有

力と考えられるｶﾐ，ノルウェー沖合や南米のアルゼン

チン，チリ沖合でもある程度のポテンシアルを期待す

ることができる．

‐

221,340（29．2％）

％は未発見資源量757,300百万bbl(表13)に対する

ものである．

表17自由圏の深海部の未発見量

(46,000百万bbl)の分布

（百万bbl)

表15北極海の炭化水素ポテンシアル

表17は自由圏の深海部で期待される未発見ポテンシ

アルである．米国のメキシコ湾，米国・カナダの東海

岸沖の深海部が最も有望と考えられるが,その他南米，

西欧，アフリカ等の深海部においても，ある程度のポ

テンシアルが期待される．

5．厳しい条件のフロンティア

今後の長期的な石油開発においては，極めて厳しい

条件のフロンティア地域の重要性が増大する．その典

型的な地域として，僻地，極地および深海があげられ

－13－

米
欧
米南

北
西
中

37,000

6,600

2,900

カナダ；アラスカ等
ノルウェー

アルゼンチン，チリ等

自由圏

(百万bbl)

共産圏

(百万bbl)

僻 地

極地（陸）

極地（海）

深海

26,040（3.4％）

12,000（1.6％）

46,500(6.1%)

46,000（6.1％）

2,400(0.3%)

13,400（1．8％）

75,000(9.9%)
－

計 130,54007.2%) 90,800（12．0％）

米
米
欧
力

南

アプリ南

北
中
西
西

26,000

9,000

6,000

5,000

メキシコ湾
ブ ラ ジル

，

， 米東岸
ベネズエラ

地中海東部，英国西方
･アンゴラ．ガボン等

油

(10億bbl)

ガス

(兆cf)

バレンツ海（ソ）

力

ラ

■■■■

フ 海（ソ）

プチエフ海（ソ）

東シベリア海（ソ）

チヤクチ海（ソ）

〃

ノーススローフ。。

(米）

ボーフォート海（米）

マッケンジーデルタ・
ボーフォート海（加）

25

30

7

10

３
２

10

25

250

300

70

100

40

30

60

200

計 112 1,050




